
令和7年度 保育所の自己評価 

社会福祉法人若水会  大泉にじのいろ保育園 

 

本園の保育全般について総合的に自己評価しその結果を公表するとともに、評価の結果を踏まえ、専門

性の向上や保育実践の改善に取り組み、より良い保育を提供できるよう努めてまいります。 

 

【評価】A：十分に取り組んでいる、B：概ね取り組んでいる 、C：取り組んでいるが十分ではない 

 項目 評価 取り組み状況 

１ 
子どもの理解と 

関わり 
A 

・クラス会議や乳児・幼児会議、非常勤会議等を通じて情報共有

を行い、園全体で共通認識を持ちながら、一貫した保育や対応

ができるよう努めた。 

・気になる姿については職員間で共有し、外部講師の助言もいた

だきながら統一した関わりができるよう連携を図っている。 

２ 
保育の環境構成 

（人・もの・場所） 
B 

・保育士と愛着関係・信頼関係を築けるよう乳児クラスは担当制

や少人数のグループを作り関わっている。 

・発育や発達に応じ、定期的に室内環境の見直しを図っている。 

・安全性や衛生面、働きやすい環境づくりを目指し、不要書類の

整理・廃棄や設備の更新・整備に努めた。 

３ 
在園家庭との連携と 

子育て支援 
A 

・保育の可視化を目的に、ドキュメンテーションの掲示や写真の

スライドショーを通じて、子どもの成長や園での様子を発信し

た。 

・保護者からの相談には丁寧な対応を心掛け、必要に応じて職員

間で共有しながら継続的な支援につなげている。 

・個別面談や懇談会の機会を設け、家庭との連携を深めている。 

４ 
地域との連携と 

子育て支援 
A 

・園見学者に対し、子育て講座や園行事の案内をメールで配信

し、来園の機会づくりを行っている。 

・近隣の小学校や町内会との交流活動を実施している。 

・地域の関係機関（児童相談所・子ども家庭支援センター・学

校・学童等）と情報共有を行い、連携を図っている。 

５ 職員の資質向上 

 

 

 B 

・園内研修や外部研修への参加機会を確保し、職員の知識や技術

の向上に努めている。 

・理念の共有と職員の資質向上を目的として、ロールプレイを取

り入れた勉強会（嘔吐処理、保護者面談、懇談会対応等）やベ

テラン職員による学びの機会を設け、実践的な対応力の向上と

職員間の学び合いに努めた。 

・日々の振り返りや職員同士の意見交換を通して、相互に学び合

う環境づくりを行っている。 

６ 運営・体制の整備 

 

 

 B 

・ICT化の機能強化を進め、業務の効率化や情報共有の充実に努

めた。 

・専門職については、法人内専門職会議により、知識の共有や専

門性の向上を図った。 

・各プロジェクトや係において役割分担を明確化し、主体的な取

り組みや円滑な運営に努めた。 



 

【総評】 

子ども一人ひとりの理解に努め、保護者や地域に支えられる中で保育の実践ができている。 

一方で、環境構成や職員育成、運営体制については、実践をさらに「仕組み」として定着させ、継続的に

評価・改善していく視点を強化することで、より質の高い保育運営につながると考えている。 

 

【今後取り組むべき課題】 

全体として安定した保育実践が行えている一方で、各取り組みを個々の実践や個人の力量とならぬよう組

織として共有・定着させる仕組みづくりが課題である。今後は中長期的な視点を持ち、計画的な運営と保

育の質向上に取り組んでいく必要がある。 

 

 


